
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲバス関東本部は、７月３日東京・市ヶ谷にある東京

観光専門学校を訪れ、授業参観を行いました。 
この間のバス運転手不足対策・国土交通省検討会等において、職場からの提

言として私たちが発信してきた「高校や専門学校への働きかけ」が、「人材確保

に向けたとりまとめ（案）」に盛り込まれてきました。 

この日は実際に専門学校の授業内容を参観すること

で、若い学生の職業選択の観点や意識から、いかにバス

業界の人材確保の課題克服を実現していくべきなのか

を検証することができました。講師である武井先生の授

業は、「バスの運行管理と実務」を中心に、「東日本大震

災で果たしたバス輸送の役割」など経験談も交えた内容

でした。約１２０名の学生が受けていた授業では、栗本バス関東本部副議長を

乗務員役とした点呼業務の実演をおこなうなど実際のバス会社での業務を体感

できる方法を取り入れていました。       

授業を受けた若い学生がバス業界に興味を

持ち、将来のバス業界を担っていくという人材

確保の明確な道筋が拓けてきました。今後も

JRバス関東本部は関係機関と積極的に推進し

ていきます。          
 

 
 

 

 

 

 

 

 

【写真中央が東京観光専門学校 武井講師】 
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～バス業界の若い人材確保に向けて～ 

東京観光専門学校を訪問！！ 
 


